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[1日フリーきっぷ]�
土日・祝日の当日に限
り、全線乗り放題のき
っぷです。各駅を乗り
降りしながら沿線を散
策するのに最適なフ
リーきっぷです。�
有人各駅にて大人
1,500円、小人750円。�

[TX&常総ライン往復きっぷ]�
秋葉原から石下、下妻、下館
方面、または常総線から北千
住、秋葉原への往復割引きっ
ぷです。秋葉原～玉村～下
妻2,780円、秋葉原～大宝～
下館3,080円。�
TX秋葉原、北千住、常総線
守谷、三妻～下館間の有人
各駅で発売。�

関東鉄道常総線は、取手～下館を結ぶ51.1kmの路線で、途中駅の守
谷はつくばエクスプレス（TX）とのジャンクション駅となっており、東京
からのアクセスがますます便利になりました。秋葉原からTXの快速を
利用すると32分で守谷にアクセスしますので、常総線の旅を楽しむに
はお勧めルートです。今回は、守谷から水海道、石下と北上し、下妻、下
館に至る沿線のとっておきスポットをご紹介しましょう。列車は水海道
を過ぎると筑波山を背景に田園の広がる関東平野を貫きます。�
沿線は名物も見所も多く、駅から行けるスポットがたくさんありますよ。�
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����
　
常
総
市
立
図
書
館
の
敷
地
内
に
佇
む
、こ
の
建

物
は
か
つ
て
の
水
海
道
町
役
場
で
し
た
。
常
総
線

が
開
通
し
た
1
9
1
3
年（
大
正
2
年
）と
同
年

に
建
設
さ
れ
、町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
そ
の
使
命
を

担
っ
た
以
後
、
公
民
館
と
し
て
使
用
さ
れ
、

1
9
8
4
年（
昭
和
59
年
）に
同
地
に
移
設
、二
水

会
館
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
木

材
商
で
あ
っ
た
皆
葉
浦
之
介
が
施
工
し
た
建
物
は
、

蛇
腹
板
壁
を
配
し
た
二
階
建
て
風
で
す
が
内
部

は
1
階
建
て
と
な
っ
て
お
り
、役
場
時
代
は
間
仕

切
り
を
し
て
使
用
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
水
海
道

は
、旧
水
海
道
小
学
校（
県
立
歴
史
館
に
移
設
）

や
下
妻
警
察
署
水
海
道
分
署
な
ど
洋
風
建
築
が

多
く
造
ら
れ
ま
し
た
。
擬
洋
風
建
築
と
い
う
明
治

初
期
か
ら
日
本
の
大
工
が
見
真
似
で
西
洋
建
築

風
の
建
物
を
造
っ
た
も
の
で
、文
明
開
化
の
先
取

り
を
し
た
気
風
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。（
水
海
道
駅

か
ら
徒
歩
10
分
、
常
総
市
立
図
書
館
�
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今
な
お
残
る
歴
史
的
建
造
物
�
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筑波山きっぷ�

TX各駅～つくば駅�
&�

つくばセンター～つつじヶ丘�

1往復割引運賃�

路 線 バ ス �
（筑波山口～つつじヶ丘）�

ロープウェイ�
ケーブルカー�

乗り放題（2日間）�

����水
海
道
駅
前
の
絵
画
の
道
に
1
9
2
1
年（
大

正
10
年
）創
業
の
製
麺
店
が
あ
り
ま
す
。
お
店
の

隣
が
町
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
と
な
っ
て
い
て
、9
種

の
創
作
・
講
座
が
あ
り
、中
で
も
製
麺
店
の
ご
主

人
が
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
蕎
麦
打
ち
体
験
教
室
が
人

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
4
日
曜
日
に
13
時
か
ら

行
わ
れ
、
10
名
ま
で
の
事
前
定
員
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
石
臼
で
蕎
麦
を
轢
く
こ
と
か
ら
麺
打
ち
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
何

か
と
温
度
や
湿
度
に
左
右
さ
れ
る
蕎
麦
つ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
製
麺
店
な
ら
で

は
の
享
受
を
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

参
加
費
は
一
人
1
0
0
0
円
で
4
人
前
で
き
ま

す
。（
水
海
道
駅
か
ら
徒
歩
2
分
、8
時
〜
17
時

30
分
、@
0
2
9
7（
22
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0
1
2
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����2
5
0
年
前
か
ら
味
噌
・
醤
油
製
造
に
携
わ
り
、

1
8
0
5
年（
文
化
2
年
）に
酒
造
業
に
移
行
し

た
こ
の
蔵
元
に
、ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出

し
て
い
る
銘
酒
が
あ
り
ま
す
。「
一
人
娘
」
と
名
付

け
た
背
景
に
は
「
大
切
な
一
人
娘
を
育
て
る
よ
う

に
、真
心
込
め
て
造
り
あ
げ
た
清
酒
の
一
品
」
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
1
9
4
4
年（
昭
和
19
年
）

に
全
国
清
酒
鑑
評
会
第
一
位
を
受
賞
し
て
以
降

数
々
の
賞
を
受
け
、茨
城
を
代
表
す
る
銘
酒
で
す
。

硬
水
が
酒
造
り
の
主
流
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
に
灘

の
酒
に
対
抗
し
て
、鬼
怒
川
の
軟
水
を
汲
み
上
げ

て
醸
し
た
反
骨
の
酒
と
し
て
愛
飲
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、吟
醸
「
さ
や
か
」
を
使
用
し
た
「
酒
ケ
ー
キ
」

も
当
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
。（
石
下
駅
か
ら
徒
歩
5
分
、

事
前
連
絡
で
酒
造
見
学
可
、@
0
2
9
7（
42
）

2
0
0
4
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����こ
の
豊
田
城
（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）
は
、

1
9
9
2
年（
平
成
4
年
）に
オ
ー
プ
ン
し
た
展

示
館
で
、5
層
7
階
建
て
の
建
物
は
1
〜
2
階
は

図
書
館
と
多
目
的
ホ
ー
ル
、展
示
施
設
は
地
域
の

歴
史
・
産
業
、さ
ら
に
長
塚
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。（
石
下
駅
か
ら
徒
歩
10
分
、9
時
〜
16

時
30
分
、
月
曜
休
館
、
入
館
料
＝
4
0
0
円
、
�

@
0
2
9
7（
42
）0
1
6
9
）�

����石
下
の
中
心
街
で
唯
一
、桐
下
駄
製
造
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
紬
の
産
地
と
し
て
共
に
発
展

し
て
き
た
も
の
で
、か
つ
て
多
く
の
下
駄
製
造
業

者
が
い
た
と
い
い
ま
す
。
質
の
高
さ
を
見
る
一
つ
の

目
安
に
下
駄
を
裏
返
し
て
、柾
目
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
す
。
仕
上
が
り
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
は
原
木

か
ら
40
工
程
と
い
い
ま
す
。
下
駄
と
共
に
併
せ
て

草
履
も
造
っ
て
お
り
、竹
の
皮
を
使
用
し
た
草
履

は
屋
内
で
も
履
け
る
と
人
気
商
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。
伝
統
技
術
を
守
り
つ
つ
、今
日
の
生
活
環
境

に
も
手
作
り
の
履
物
が
生
き
て
い
ま
す
。（
石
下
駅

か
ら
6
分
、@
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2
9
7（
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）2
2
1
5
）�

����京
の
夢
、瑠
璃
、富
士
龍
の
銘
柄
で
親
し
ま
れ

て
い
る
竹
村
酒
造
店
さ
ん
は
、近
江
の
国
、滋
賀
県

朝
日
野
村
出
身
の
蔵
元
。
近
江
財
閥
七
人
衆
の

一
人
で
、三
井
、高
島
屋
に
並
ぶ
豪
商
に
数
え
ら

れ
ま
し
た
。
1
7
5
3
年（
宝
暦
3
年
）の
創
業
で

石
下
に
酒
造
業
を
始
め
ま
し
た
。
水
海
道
、岩
井
、

藤
代
な
ど
に
支
店
を
置
き
販
路
を
広
げ
る
一
方
、

回
船
問
屋
や
両
替
商
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
水
海

道
で
味
噌
や
醤
油
、酒
造
り
が
多
か
っ
た
の
は
、小

貝
川
と
鬼
怒
川
の
豊
富
な
水
と
上
質
な
軟
水
伏

流
水
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
加
え
、鬼
怒
川
か
ら
江

戸
へ
の
水
運
が
発
達
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
伺
え

ま
す
。
現
在
の
酒
蔵
は
1
9
0
3
年（
明
治
36
年
）

に
建
て
ら
れ
、創
業
時
の
井
戸
は
今
な
お
こ
ん
こ

ん
と
泉
水
を
た
た
え
て
い
ま
す
。（
水
海
道
駅
か
ら

徒
歩
10
分
、事
前
連
絡
で
酒
蔵
見
学
可
・
10
時
〜
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時
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2
9
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ラ
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マ
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桐
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�
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�
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����下
妻
の
名
産
品
に
「
豚
肉
の
粕
漬
」
が
あ
り
ま

す
。
厳
選
し
た
国
産
ロ
ー
ス
豚
を
乳
酸
菌
を
使
用

し
、石
下
の
蔵
元
で
1
年
間
寝
か
せ
た
酒
粕
で
漬

け
た
も
の
で
す
。
併
せ
て
、こ
の
店
に
は
前
日
に
注

文
す
る
と
造
っ
て
く
れ
る
「
豚
め
し
」（
5
0
0
円
）

が
あ
り
、隠
れ
た
逸
品
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

余
分
な
脂
を
落
と
し
た
バ
ラ
肉
を
醤
油
ベ
ー
ス
の

特
製
タ
レ
に
漬
け
込
ん
だ
も
の
が
、ご
飯
の
上
に

敷
き
詰
め
ら
れ
た
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
す
が
、奥

深
い
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。（
下
妻
駅
か
ら
徒
歩
8

分
、8
時
30
分
〜
19
時
、第
1
・
3
日
曜
日
定
休
、

@
0
2
9
6（
43
）3
0
6
0
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����玉
村
駅
か
ら
県
道
3
5
7
号
線
の
玉
小
入
口

交
差
点
右
手
に
位
置
す
る
石
塚
糀
店
さ
ん
は
、明

治
時
代
か
ら
代
々
の
製
法
で
手
作
り
味
噌
を
造
っ

て
い
ま
す
。
4
代
目
ご
主
人
石
塚
一
嘉
さ
ん
は
、

旨
い
味
噌
は
糀
が
命
と
い
う
信
念
で
、昔
な
が
ら

の
糀
、味
噌
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
米
を

使
用
し
た
米
糀
で
造
る
米
味
噌
、県
内
で
は
珍
し

い
麦
味
噌
な
ど
6
種
類
の
味
噌
が
あ
り
ま
す
。
添

加
物
や
防
腐
剤
を
一
切
使
用
し
て
い
な
い
本
物
の

味
噌
が
あ
り
ま
す
。（
玉
村
駅
か
ら
徒
歩
5
分
、7

時
〜
19
時
30
分
、年
中
無
休
、@
0
2
9
7（
42
）

2
3
8
3
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w
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����近
江
系
酒
造
の
多
い
エ
リ
ア
で
唯
一
、地
元
系

の
小
さ
な
酒
蔵
が
あ
り
ま
す
。
10
名
の
ス
タ
ッ
フ
と

若
手
杜
氏
に
よ
っ
て
昔
な
が
ら
の
酒
造
り
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
地
元
契
約
栽
培
の
山
田
錦
を
筑

波
山
系
の
湧
水
と
県
産
酵
母
で
醸
し
た「
紬
美
人
」

大
吟
醸
は
、圧
力
を
か
け
ず
、吊
り
下
げ
た
袋
か

ら
垂
れ
る
雫
を
集
め
る
「
袋
吊
し
」
と
い
う
方
法

で
、手
間
と
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
搾
っ
た
円
や

か
な
旨
味
と
芳
醇
な
吟
醸
香
が
楽
し
め
ま
す
。（
石

下
駅
か
ら
徒
歩
15
分
、小
人
数
で
随
時
見
学
可
、

@
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2
9
7（
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5
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����7
0
1
年（
大
宝
元
年
）に
創
建
さ
れ
た
八
幡

宮
で
関
東
最
古
の
も
の
で
す
。
平
将
門
も
戦
勝
祈

願
に
度
々
訪
れ
た
と
い
わ
れ
、境
内
は
大
宝
城
の

城
跡
で
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
お
り
、三
間
社
流

造
の
本
殿
は
国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
共
に
1
2
0
年
を
超
え
る
老
舗
の
団

子
屋
さ
ん
が
あ
り
名
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
大
宝

駅
か
ら
徒
歩
3
分
、参
拝
自
由
、資
料
館
入
館
＝

2
0
0
円
）�

明治5年、新橋～横浜間に鉄道が開通した日を記
念して、国土交通省は10月14日を「鉄道の日」
と定めています。関東鉄道では、恒例の「鉄道の
日イベント」を11月4日に水海道車両基地を会
場に開催致します。車両基地の一般公開をはじ
め鉄道用品やオリジナルグッズ、鉄道模型運転会
など鉄道に親しめる企画がいっぱい!つくばエク
スプレスとの同日開催となりますので併せてご
来場下さい。詳しくはホームページを御覧下さい。�

[1月]�
西福寺の石下初大師縁日�
水海道マラソン大会�
安楽寺のだるま護摩�
[4月]�
さくらまつり(あすなろの里)�
千姫遺品展･野点茶会(弘経寺)�
千姫まつり�
[7月]�
祇園祭(市街地)�
[8月]�
花火大会(鬼怒川河畔)�
石下将門まつり�
[9月]�
一言主神社例大祭･からくり綱火�

[10月]�
ふるさとの秋まつり（あすなろの里）�
文化祭（市民公民館ほか）�
水海道千姫さまコンテスト（29日）�
[11月]�
菊花祭（市役所・八幡神社）�
酉の市（鷲神社）�
ふるさとまつり（地域交流センター周辺）�
かかしコンテスト（地域交流センター周辺）�
篠山木挽き唄全国大会（地域交流センター）�

常総市商工観光課　@0297-23-2111�
水海道駅　@0297-22-0453�
石下駅　@0297-42-2752

4

下
妻
の
隠
れ
た
逸
品
�

〜
豚
肉
味
工
房
　
筑
峯
�

天
然
醸
造
の
手
作
り
味
噌
あ
り
ま
す
�

〜
石
塚
糀
店
�

生
粋
の
地
元
系
酒
蔵
の
銘
酒
�

〜
野
村
醸
造
�

関
東
最
古
の
八
幡
宮
�

〜
大
宝
八
幡
宮
�

い し げ �

石 下
し も つ ま �

下 妻 �

玉村�

たまむら�

宗道�

そうどう�

石塚糀店�

筑峯産業�
（豚めし）�

下妻市役所�

下妻小学校�

関東つくば銀行�

常陽銀行�
〒�

下妻一高�

「鉄道の日」イベント�

●常総市のイベント�



常総線時刻表　※赤字は快速（全て下館まで運行）　※青字は下館まで運行　（平成18年9月30日現在）　※一部を除き水海道で乗り換えとなります�

����8
3
8
年（
承
和
5
年
）、慈
覚
大
師
に
よ
る

創
建
で
、本
尊
の
十
一
面
観
音
は
奈
良
時
代
の
高

僧
、行
基
菩
薩
に
よ
る
一
刀
三
禮
の
御
作
で
す
。

観
音
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
、安
産
子
育
て
発
祥
の

寺
と
し
た
霊
験
あ
ら
た
か
な
る
古
刹
で
す
。
3
年

に
1
度
、本
尊
が
公
開
さ
れ
、3
月
17
日
に
は
縁

日
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
、境
内
に
は
23
体
の
石

仏
が
納
め
ら
れ
る
石
窟
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。（
黒
子
駅
か
ら
徒
歩
20
分
、参
拝

自
由
）�

常総線では、騰波ノ江と新守谷の両駅
が「関東の駅百選」の認定駅に選ばれ
ています。明治5年、新橋～横浜間に鉄
道が開通した日を記念して、国土交通
省は10月14日を「鉄道の日」と定め、
鉄道に親しんでもらおうと様々な観点
から認定駅を選びました。当駅は、
1926年（大正15年）8月15日に開駅
したもので、当時の面影を今に残す当
線唯一の木造駅舎となっています。�

大宝八幡宮の玄関口
として、お宮のイメー
ジを象った駅舎となっ
ています。駅名から「大
きな宝が入る」と開運
袋に入った当駅の硬券
入場券が人気を呼ん
でいます。全線有人駅
にて発売しています。
（各500円）�

����下
館
出
身
の
陶
芸
家
と
し
て
、そ
の
遺
業
と

功
績
を
称
え
、後
世
に
伝
え
る
た
め
公
開
し
て
い

る
記
念
館
で
す
。
明
治
5
年
の
誕
生
か
ら
東
京

美
術
学
校（
現
・
東
京
工
芸
大
学
）に
入
学
す
る

明
治
22
年
ま
で
過
ご
し
た
生
家（
県
指
定
文
化

財
）、東
京
田
端
の
工
房
で
使
用
し
て
い
た
窯
な

ど
、名
作
の
数
々
と
共
に
展
示
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

創
作
活
動
の
傍
ら
郷
土
の
文
化
財
保
護
に
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。
筑
波
山
に
因
ん
だ
号
か
ら
も
郷
土

を
愛
し
た
波
山
の
軌
跡
を
垣
間
見
れ
る
場
所
で

す
。（
下
館
駅
北
口
か
ら
徒
歩
7
分
、
10
時
〜
18

時
・
入
館
は
17
時
30
分
、入
館
料
＝
2
0
0
円
、

@
0
2
9
6（
25
）3
8
3
0
）�

●下り・守谷発［土日祝日］�●下り・守谷発［平日］�
5：19　5：37　5：57　6：12　6：24　6：34　6：48　
6：59　7：05　7：15　7：21　7：25　7：30　7：36　
7：43　7：49　7：55　8：00　8：08　8：15　8：25　
8：28　8：39　8：47　8：55　9：08　9：17　9：21　
9：37　9：47　10：00　10：12　10：23　10：33　
10：42　10：46　10：58 　（この間5～20分おき）�
15：54　16：05　16：23　16：38　16：56　17：11�
17：23　17：36　17：51　17：58　18：14　18：19�
18：24　18：33　18：45　18：47　19：00　19：14�
19：28　19：31　19：41　19：49　20：00　20：10�
20：14　20：22　20：36　20：48　20：59　21：09�
21：21　21：36　21：45　21：58　22：12　22：23�
22：37　22：49　23：04　23：19　23：36　23：51�
0：00　0：21　0：36

5：19　5：41　6：03　6：23　6：34　6：52　7：03　
7：17　7：24　7：33　7：42　7：55　8：00　8：12　
8：25　8：28　8：38　8：48　8：57　9：12　9：21　
9：29　9：43　9：59　10：13　10：33　10：42�
10：46　10：58 　（この間5～20分おき） 15：54�
16：03　16：18　16：29　16：43　16：59　17：10�
17：28　17：38　17：53　18：05　18：20　18：34�
18：45　18：50　19：01　19：16　19：27　19：31�
19：42　19：58　20：11　20：14　20：27　20：37�
20：54　21：09　21：23　21：37　21：46　22：04�
22：13　22：28　22：36　22：49　23：06　23：19�
23：38　0：00　0：21　0：36

5：59　6：19　6：24　6：47　6：51　7：13　7：32　
7：37　8：04　8：33　8：52　9：15　9：42　10：00�
10：36　10：47　11：07　11：36　12：03　12：45�
13：17　14：06　14：34　15：06　15：42　16：25�
16：48　17：16　17：29　18：04　18：39　19：13�
19：39　20：06　20：29　20：48　21：21　21：46�
22：04　22：36　23：00　23：34

5：59　6：19　6：24　6：47　6：51　7：13　7：32　
7：37　8：04　8：33　8：52　9：15　9：42　10：00�
10：36　10：47　11：07　11：36　12：03　12：45�
13：17　14：06　14：34　15：06　15：42　16：25�
16：48　17：16　17：29　18：04　18：39　19：13�
19：39　20：06　20：29　20：48　21：21　21：46�
22：04　22：36　23：00　23：34

●上り・下館発［土日祝日］�●上り・下館発［平日］�

安
産
子
育
て
発
祥
の
寺
�

〜
福
蔵
院
�

5

関東の駅百選認定駅～騰波ノ江駅� 大きな宝が入る駅～大宝駅�

近
代
陶
芸
作
家
の
先
駆
者
�

〜
板
谷
波
山
記
念
館
�

だ い ほ う �

大 宝 �

騰波ノ江�
（関東の駅百選）�

とばのえ�

黒子�

くろご�

福蔵院�

天満宮�

千妙寺�

大宝八幡宮�



����中
村
家
は
下
館
に
代
々
続
く
名
家
で
、9
代
目

は
俳
号
を
風
篁
と
い
い
、与
謝
蕪
村
を
支
援
し
て

い
ま
し
た
。
1
9
8
3
年（
昭
和
58
年
）に
自
宅
の

明
治
中
期
に
建
て
ら
れ
た
蔵
を
改
装
し
て
、数
々

の
焼
物
や
波
山
の
作
品
を
展
示
公
開
し
て
い
ま
す
。

20
代
当
主
、中
村
兵
左
衛
門
氏
が
芸
術
文
化
を

現
代
に
受
け
継
ぎ
、訪
れ
た
方
に
伝
え
て
い
ま
す
。

（
下
館
駅
北
口
か
ら
徒
歩
5
分
、9
時
〜
17
時
、不

定
休
、入
館
無
料
、@
0
2
9
6（
22
）5
3
2
1
）�

����下
館
に
は
日
本
ハ
ム
の
工
場
が
あ
り
、隣
接
す

る
下
館
工
房
さ
ん
は
、本
場
ド
イ
ツ
の
伝
統
製
法

に
基
づ
い
た
本
格
的
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
提
供
す

る
お
店
。
店
内
の
カ
フ
ェ
で
は
出
来
立
て
の
ハ
ム
・
ソ

ー
セ
ー
ジ
が
味
わ
え
ま
す
。
原
料
の
豚
肉
は
市
内

の
奥
田
農
場
で
育
て
た
「
S
P
F
豚
」
を
使
用
し

添
加
物
の
使
用
を
最
小
限
に
抑
え
工
房
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ウ
イ
ン
ナ
ー

の
手
作
り
体
験
工
房
を
備
え
、1
名
か
ら
体
験（
参

加
費
・
材
料
費
2
1
0
0
円
）で
き
ま
す
。（
事
前

完
全
予
約
制
）。（
下
館
駅
南
口
か
ら
徒
歩
10
分
、

11
時
〜
20
時
、
水
曜
日
定
休
、
@
0
2
9
6

（
21
）1
1
2
9
）�

����下
館
工
房
の
斜
向
か
い
に
位
置
す
る
ラ
ー
メ
ン

た
じ
ま
屋
さ
ん
。こ
の
店
の
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
麺
に
だ

れ
も
が
驚
い
て
い
ま
す
。ど
ん
ぶ
り
か
ら
飛
び
出
た

特
大
の
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
は
、店
主
自
ら
厳
選
し
た
肉

を
8
時
間
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
、と
ろ
け
る
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
な
ん
で
す
。
醤
油
は
細
・
手
揉
み
の
い
ず
れ

か
の
麺
が
選
べ
て
、各
種
ラ
ー
メ
ン
の
価
格
も
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
。チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
あ
り

ま
す
。（
下
館
駅
南
口
か
ら
徒
歩
10
分
、11
時
30
分

〜
14
時
・
17
時
〜
20
時
、
木
曜
日
定
休
、

@
0
2
9
6（
21
）0
2
2
3
）�

����昨
年
4
月
に
新
装
開
店
し
た
和
菓
子
の
名
店

が
あ
り
ま
す
。
店
内
は
、古
民
家
で
使
用
さ
れ
た

大
き
な
梁
を
要
所
に
用
い
て
暖
炉
裏
が
切
っ
て
あ

り
、冬
期
は
実
際
に
炭
を
入
れ
て
癒
し
の
空
間
を

演
出
し
て
い
ま
す
。と
い
う
の
も
、ご
主
人
の
上
野

浩
正
さ
ん
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
コ
レ
ク
タ
ー
で
、こ
れ

ま
で
眠
っ
て
い
た
収
集
品
を
店
舗
つ
く
り
に
活
か

し
、お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
改
装
を
機

に
展
示
し
た
の
で
す
。
代
表
銘
菓
の
「
館
最
中
」

（
1
6
8
円
）は
、北
海
道
十
勝
産
の
厳
選
小
豆

を
使
っ
た
餡
の
中
に
求
肥
が
入
り
、パ
リ
パ
リ
の
皮

と
の
相
性
が
良
い
一
品
。ま
た
、「
ま
ゆ
玉
」（
60
円
）

は
黄
身
餡
を
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
包
み
、卵

の
黄
身
の
旨
味
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
店
舗
の

裏
は
甘
味
喫
茶
の
「
蔵
の
茶
屋
」
で
は
手
作
り
の

あ
ん
み
つ
、と
こ
ろ
て
ん
、お
し
る
こ
な
ど
が
味
わ

え
、こ
ち
ら
も
古
民
具
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。（
下

館
駅
北
口
か
ら
徒
歩
3
分
、8
時
30
分
〜
19
時
、

火
曜
日
定
休
、
蔵
の
茶
屋
＝
11
時
〜
18
時
、

@
0
2
9
6（
22
）2
5
1
3
）�

[1月]�
だるま市�
[2月]�
辻稲荷神社火渉�
[3月]�
関本神社太太神楽�
[4月]�
湯立祭�
芝桜フェスティバル�
[7月]�
祇園まつり�
わっしょいカーニバル�
[8月]�
町の祭典「どすこいペア」�
灯籠流し･盆踊り･花火大会�
[10月]�
薪能�
[11月]�
関本神社太太神楽�

筑西市商工観光課　@0296-24-2111�
下館駅（関鉄）　@0296-24-6035

[1月]�
大宝八幡宮元旦祭�
宗任神社御目覚め祭�
[2月]�
宗任神社節分祭�
鬼怒川フラワーライン草取り交流会�
[4月]�
砂沼桜まつり�
[5月]�
小貝川フラフーフェスティバル�
花とふれあいまっり�
[6月]�
さつまいも定植大会�
あじさい祭�
[7月]�
八坂神社祭礼�
砂沼スイム&ランin下妻�
ふるさとまっり連合渡御�
[8月]�
下妻まつり「千人踊り･砂沼花火大会」�
鬼怒川流域交流Eボート大会�
宗任神社輪くぐり祭�
[10月]�
砂沼フレンドリーフェスティバル�
鬼怒川フラワーライン種まき&さつまいも�
掘り大会�
[11月]�
砂沼マラソン大会�
大宝菊まつり�
[12月]�
密蔵院・冬至星祭り護摩供養�

下妻市商工観光課　@0296-43-2111�
下妻駅　@0296-44-2659

※スケジュールは予告なく変更されることもありますので、�
　事前にご確認下さい。�

6

芸
術
文
化
を
現
代
に
受
け
継
ぐ
�

〜
中
村
美
術
サ
ロ
ン
�

ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
体
験
が
で
き
る
�

〜
下
館
工
房
�

麺
を
隠
す
や
わ
ら
か
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
�

〜
た
じ
ま
屋
�

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
並
ぶ
銘
菓
の
店
�

〜
湖
月
庵
�

し も だ て �

下 館 �

大田郷�

おおたごう�

真岡鐵道�

JR水戸線�

下館工房�

定林寺�
八幡神社�

板谷波山�
記念館�

羽黒神社�

中村美術サロン�

湖月庵�

筑西�
市役所�

たじま屋�

●筑西市のイベント�

●下妻市のイベント�



商船
三井
フェ
リー
�

創立
5周
年記
念キ
ャン
ペー
ン�

ご予約はインターネットから�

お電話での�
ご予約・お問い合せは�

フリーダイヤル� よ や く は ゴ ー �

大　洗� 茨城県茨城郡大洗町港中央2または、�
受付時間 9：00～18：00�
（土曜日は12：00まで/日祝定休）�

0120-489850[予約はGO]
TEL.029-267-4133 苫小牧� 北海道苫小牧市入船町1-2-34TEL.0144-34-3121

http://www.sunflower.co.jpパソ�
コン�

携帯�
電話�

大洗�
東京�

苫小牧�
札幌�

55歳以上に�おトク!

55歳以上に�おトク!

得!得!得! マイカーキャンペーン�マイカーキャンペーン�マイカーキャンペーン�

プラチナ割引ワイドキャンペーン�プラチナ割引ワイドキャンペーン�プラチナ割引ワイドキャンペーン�プラチナ割引ワイドキャンペーン�

実施期間：2006年12月30日まで�

実施期間:2006年9月19日～2006年10月31日出航分�

22,200円�
お得！�

20,500円�
お得！�

(フェリーご利用の乗用車、バイク乗車のお客様
のみを対象とし、1台につき1枚の優待券を贈呈)

ガソリン店頭価格からの�
1リットル当たり5円引き�

※洗車機に収まらない車輌は手洗いとなるため@1,000円)〈利用可能GS〉:若草町･有明町･（沼ノ端)･山手･錦岡　※沼ノ端GSはワックス洗車のみの特典�

10リットル以上給油の�
お客様にはワックス洗車優待�

対象：レギュラー、ハイオクガソリン� 店頭通常価格@1,500円→@500円�

旅客全等級30%引き�
乗用車10%引き�

携帯電話・PHSからの
フリーダイヤルのご利用
はできません。�

QRコード�

商船三井フェリー
携帯サイトへ簡単
にアクセスできます。�

旅客全等級50%引き�
乗用車10%引き�

通常42,500円のところ30％割引とルーム
チャージ料無料サービス適用で20,300円に�

※夕便の1等B4名部屋はプラチナ割引対象者2名で利用の場合、ルームチャージ無しで1ルーム利用可能�
★プラチナ割引はインターネット予約では適用できませんので電話にてご予約下さい。�

●55歳以上の2名が夕便・1等Bを利用した場合� ●55歳以上の2名が夜便・特等を利用した場合�
通常41,000円のところ50％割引で
20,500円に�

一
般
運
賃
�

●大人1名様の旅客運賃�
（小児運賃は下記一般運賃の半額となります）�

スイート�
ルーム� 特　等� 1等A 1等B 2等寝台� 2　等�

31,000円�20,500円�

一
般
運
賃
�

●乗用車運賃�
（車1台＋運転者1名の2等運賃）�

5m未満�
1m増す�
毎に�

25,000円�5,000円�17,500円�

一
般
運
賃
�

●自転車・二輪車運賃�
（1台/通年）�

※その他の割引として、インターネット割引、学生割引等もございます。詳しくはホームページでご確認下さい。※「さっぽろ」「へすていあ」には1等Aはありません。「みと」「つくば」には、スイートルーム・1等B・2等はありません。�

自転車・�
50cc以下�

二輪車50cc超�
400cc以下�

二輪車�
400cc超�

5,300円� 9,300円�11,300円�14,500円�10,500円�8,000円�

割
引
特
典
内
容
�

通常運賃（片道）�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
�

夕 便� 夜 便�

苫石ガソリンスタンドにて�
割引特典�

首都圏� 北海道�水　戸�
大　洗�

札　幌�
苫小牧�

さんふらわあ さっぽろ�
へすていあ（東日本フェリー運航船）�

さんふらわあ み　と�
さんふらわあ つくば�

大　洗�
18:30
14:00

発

着�
翌
日
�

苫小牧�
13:30
18:45

着

発�

翌
日
�

大　洗�
23:59
19:15

発

着�
翌
日
�

苫小牧�
19:45
23:45

着

発�

翌
日
�

秋の北海道を旅してみませんか?秋の北海道を旅してみませんか?秋の北海道を旅してみませんか?
さんふらわあ�さんふらわあ�

※キャンペーン対象者：満55歳以上のお客様(生年月日の公的証明書が必要です）�

1等B

スイートルーム�



北浦を懐に鹿島灘を望む茨城県南東部の鹿行地区の中心として知

られています。一方多くの史跡が点在し、歩きながら歴史文化が楽し

めるエリアとなっています。東京駅八重洲南口から鹿島神宮駅へ高速

バスが運行しており、また、東京テレポート駅・海浜幕張駅からも高速

バスが運行され、約2時間で鹿島神宮駅にアクセスします。�

����皇
紀
元
年（
紀
元
前
6
6
0
年
）の
創
建
と
伝

え
ら
れ
、祭
神
は
武
甕
槌
大
神（
た
け
み
か
つ
ち
の

お
お
か
み
）
で
武
芸
の
神
様
と
さ
れ
て
い
る
。

1
6
3
4
年（
寛
永
11
年
）徳
川
頼
房
が
奉
納
し

た
、朱
が
一
際
鮮
や
か
な
「
桜
門
」
、国
指
定
重
要

文
化
財
の
本
殿
後
方
に
は
根
回
り
12
m
、樹
齢

1
2
0
0
年
を
誇
る
御
神
木
が
あ
り
ま
す
。
向
か

い
の
宝
物
館
を
見
学
し
て
奥
へ
進
む
と
、左
に
御

手
洗
、右
手
に
進
め
ば
要
石
が
あ
り
ま
す
。
静
寂

の
中
に
歴
史
と
文
化
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。（
境

内
自
由
、宝
物
館
入
館
は
3
0
0
円
、9
時
〜
16

時
、無
休
）�

����鹿
島
神
宮
駅
の
近
く
、鹿
詰
公
園
内
に
宮
本

武
蔵
と
の
「
な
べ
ぶ
た
試
合
」
の
話
で
知
ら
れ
る

塚
原
ト
伝
の
銅
像
が
あ
り
ま
す
。
鹿
島
新
当
流
を

開
祖
し
将
軍
足
利
義
輝
ら
の
指
南
役
を
勤
め
、ま

し
た
。
人
々
か
ら
は
剣
聖
と
呼
ば
れ
、須
賀
の
梅
香

寺
跡
に
あ
り
、剣
を
志
す
人
た
ち
が
多
く
訪
れ
て

い
ま
す
。（
鹿
島
神
宮
駅
か
ら
徒
歩
5
分
）�

運行系統略図�

東京駅～鹿島神宮駅　片道大人＝1780円（小人＝890円）�
座席定員制で、乗車券はJRバス東京駅の自動券売機または車内で発売しています。�
東京～鹿島神宮駅の高速バス路線はJRバス関東、京成バスとの共同運行です。�

●交通MEMO

����1
8
2
2
年（
文
政
5
年
）か
ら
7
代
続
く
老

舗
の
和
菓
子
店
が
あ
り
ま
す
。
代
表
銘
菓
で
あ
る

常
陸
風
土
記（
5
個
7
5
0
円
、10
個
1
6
6
0

円
）は
、北
海
道
産
極
上
大
納
言
の
中
に
求
肥
が

神幸祭(1-2日･鹿島神宮)�
�
鹿嶋まつり�
（下旬・土日・鹿嶋スポーツセンター周辺）�
�
鹿嶋市菊花展（1～20・鹿島神宮）�
相撲祭（3日・鹿島神宮）�
新嘗祭（23日・鹿島神宮）�
�
御煤祓い（1日・鹿島神宮）�
宮贄祭（20日・鹿島神宮）�
天長祭（23日・鹿島神宮）�
大祓式（31日・鹿島神宮）�
※毎月1日は月次祭（おついたち参り）�

初詣「元旦祭」(鹿島神宮)�
白馬祭(7日･鹿島神宮)�
�
節分祭(3日･鹿島神宮)�
�
祭頭祭(9日･鹿島神宮)�
�
かしま桜まつり(鹿島城山公園)�
�
御田植祭･流鏑馬(1日･鹿島神宮)�
�
古武道奉納演武(第2日曜日･鹿島神宮)�
�
花火大会�

［1月］�
�
�
［2月］�
�
［3月］�
�
［4月］�
�
［5月］�
�
［6月］�
�
［8月］�

［ 9月］�
�
［10月］�
�
�
［11月］�
�
�
�
［12月］�

��鹿
島
神
宮
に
は
鹿
園
が
あ
り
、そ
こ
で
遊
ぶ
鹿

は
神
の
使
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
鹿
は
鹿

島
か
ら
移
さ
れ
た
奈
良
の
春
日
大
社
の
鹿
の
子

孫
を
再
び
受
け

継
い
だ
も
の

で
す
。
�

東京駅八重洲南口　　　　　鹿島神宮駅　　　　塚原ト伝像　　

　　　鹿島神宮（境内散策）　　　　鈴章（昼食・なまず料理）　　　　

鹿島城跡・城山公園　　　　根本寺　　　　鎌足神社　　　　丸三

老舗（銘菓・喫茶）　　　　鹿島神宮駅　　　　東京駅日本橋口�

※時間は目安で移動時間です。高速バスの所要時間は交通状況により遅れる場合があります。�

千
古
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
〜
�

鹿
島
神
宮
�

剣
聖
・
塚
原
ト
伝
の
銅
像
�

●
園
内
の
鹿
た
ち
は
�

　
神
の
お
使
い
�

伝
統
の
味
を
銘
菓
に
託
し
て
�

〜
丸
三
老
舗
�

8

東京駅から�

鹿嶋の歴史探訪コースを行く�

平成18年9月30日現在�

※一部カシマサッカースタジアム発あり�

※一部カシマサッカースタジアム行あり�

■関東鉄道@0299-82-1291　■JRバス関東@03-3844-1950　■京成バス@03-3691-0935

（または東京テレポート駅・海浜幕張駅）�（所要約2時間）�

（徒歩10分）� （徒歩10分）�（3分）�

（徒歩15分）� （徒歩2分）� （徒歩10分）�

（所要約2時間20分）�（徒歩5分）�

（徒歩5分）�

高速バス時刻表�

水
郷
潮
来�

東
京
駅�

鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル�

ホ
テ
ル�

住
友
金
属�

鹿
嶋
市
役
所�

鹿
島
バ
ス�

タ
ー
ミ
ナ
ル�

鹿
島
神
宮
駅�

カ
シ
マ�

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム�

鹿島アントラーズ�
クラブハウス�

宇宙通信�
センター�

●高速バス時刻（上り・鹿島神宮駅発）�

●高速バス時刻（下り・東京駅八重洲南口発）�

5:00　5:20　5:40　5:55　6:00　6:12　
6:24　6:36　6:48　6:55　7:00　7:10　�
…10～20分間隔運行…20:00　20:20　
20:40　21:00　21:20

6:30　6:50　7:10　7:30   7:40　  8:00　
8:20   8:40　9:00　…10～20分間隔運行…
22:00　22:20　22:30　22:40

※スケジュールは予告なく変更されることもありますので、事前にご確認下さい。�



����推
古
天
皇
の
6
1
3
年
、聖
徳
太
子
に
よ
っ
て

東
方
薬
師
如
来
を
本
尊
と
す
る
勅
願
寺
で
す
。

1
6
8
7
年（
貞
亨
4
年
）8
月
、松
尾
芭
蕉
が

訪
れ
宿
泊
し
た
時
に
�

「
寺
に
寝
て
　
真
顔
な
る
　
月
見
か
な
」
�

「
月
は
や
し
　
梢
は
雨
を
　
持
ち
な
が
ら
」
�

と
詠
み
、同
山
に
名
句
を
残
し
ま
し
た
。（
鹿
島

神
宮
駅
か
ら
徒
歩
6
分
、参
拝
自
由
）�

入
り
、甘
さ
控
え
目
で
小
豆
本
来
の
味
が
楽
し
め

ま
す
。ま
た
、鹿
島
立
最
中（
16
個
1
3
8
0
円
、

24
個
2
0
2
0
円
、
40
個
3
3
5
0
円
）は
、

1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）以
降
、度
た
び
皇
室

御
料
菓
と
し
て
そ
の
栄
誉
を
拝
し
て
い
ま
す
。
併

設
さ
れ
た
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
で
は
購
入
商
品
が
持
ち

込
め
、こ
れ
か
ら
の
時
期
は
ぜ
ん
ざ
い
や
栗
餡
の
お

し
る
こ
が
お
薦
め
で
す
。
�

����1
8
9
7
年

（
明
治
30
年
）か

ら
3
代
続
く

老
舗
の
割
烹
料

理
店
が
あ
り
ま
す
。

20
年
前
か
ら
地
域

に
生
き
づ
い
た
メ
ニ

ュ
ー
を
味
わ
っ
て
も

ら
い
た
い
と
「
な
ま
ず
料

理
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

一
品
の
薄
造
り
、天
ぷ
ら
、照
り

焼
き
、蒲
焼（
各
1
0
5
0
円
）か
ら
な
ま
ず
コ
ー

ス
料
理（
3
6
7
0
円
、5
7
7
0
円
）、各
種
弁

当
も
あ
り
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
。
宴
席
用
の
高
床
式

の
座
敷
下
が
生
簀
と
な
っ
て
い
て
、な
ま
ず
が
泳
い

で
い
ま
す
。
一
度
食
べ
て
欲
し
い
の
が
「
な
ま
ず
寿

司
」（
1
4
7
0
円
）で
、大
葉
を
敷
い
た
握
り
と

ミ
ョ
ウ
ガ
と
白
羽
葱
を
乗
せ
た
軍
艦
巻
き
が
寄
せ

て
い
ま
す
。
な
ま
ず
は
容
姿
と
は
裏
腹
に
淡
泊
で

全
く
ク
セ
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
鹿
島
神
宮
駅
か
ら
徒

歩
5
分
、
11
時
〜
16
時
・
17
時
〜
21
時
、月
曜
日

定
休
、@
0
2
9
9（
82
）1
4
1
7
）�

����

S
L
が
走
る
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
エ
ミ

ー
ル
さ
ん
。
ご
注
文

は
店
内
に
レ
イ
ア

ウ
ト
さ
れ
た
レ
ー
ル

を
走
り
、
鉄
道
模

型
が
運
ん
で
く
れ

ま
す
。
厨
房
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
で
マ
ス

タ
ー
が
操
作
し
、お

客
の
元
に
S
L
に

牽
引
さ
れ
た
貨
車

の
上
に
乗
せ
て
届

く
と
い
う
シ
ス
テ
ム
。

パ
フ
ェ（
4
0
0
〜
6
0
0
円
）は
動
物
を
象
っ
た

ガ
ラ
ス
の
容
器
に
盛
り
付
け
た
人
気
の
商
品
。チ

ョ
コ
バ
ナ
ナ
パ
フ
ェ
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
す
。
模
型

は
0
番
ゲ
ー
ジ
の
ド
イ
ツ
製
で
、シ
ュ
ッ
シ
ュ
、ポ
ッ
ポ

店
内
に
ド
ラ
フ
ト
を
響
か
せ
、家
族
で
楽
し
め
る
レ

ス
ト
ラ
ン
で
す
。（
鹿
島
神
宮
駅
か
ら
徒
歩
5
分
、

10
時
〜
18
時
、火
曜
日
・
サ
ッ
カ
ー
開
催
日
定
休
、

@
0
2
9
9（
82
）0
7
3
9
）�

����鎌
倉
時
代
初
期
約
8
0
0
年
前
か
ら
室
町
時

代
の
1
5
9
1
年（
天
正
19
年
）に
佐
竹
氏
よ
り

落
城
す
る
ま
で
の
約
4
0
0
年
間
、こ
の
城
は
鹿

島
氏（
常
陸
大
掾
氏
族
）の
居
城
で
し
た
。こ
の
場

所
が
か
つ
て
の
本

丸
と
な
っ
て
い
て
、

眼
下
に
北
浦
と
神

宮
橋
を
望
む
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
鹿
島

神
宮
駅
か
ら
5
分
、

入
園
自
由
）�

����神
社
の
建
立
年
代
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、こ
の

地
で
藤
原
鎌
足
が
誕
生
し
た
と
さ
れ
る
説
が
残
っ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
編
纂
さ
れ
た

「
新
編
常
陸
国
誌
」
に
は
こ
の
鎌
足
社
が
明
記
さ

れ
江
戸
時
代
か
ら
ゆ
か
り
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
境
内
に
は
明
治
25
年
に
建
て
ら
れ
た

「
大
織
冠
藤
原
公
古
宅
址
碑
」
と
い
う
石
碑
が
あ

り
ま
す
。（
鹿
島
神
宮
駅
か
ら
徒
歩
5
分
、参
拝
自

由
）�

鹿島神宮駅から徒歩5分、9時～19時、年中無休、�
@0299（83）0303

な
ま
ず
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
味
わ
う
�

〜
鈴
章
�

料
理
は
列
車
で
運
び
ま
す
�

〜
エ
ミ
ー
ル
�

鹿
島
城
址
・
城
山
公
園
�

芭
蕉
が
月
見
に
訪
れ
た
古
刹
�

〜
根
本
寺
�

藤
原
鎌
足
ゆ
か
り
の
神
社
�

〜
鎌
足
神
社
�

9

平成18年9月30日現在�

鹿島高校�

鹿島小�
鹿野中�

城山公園�

丸三老舗� 鈴章�

鹿島神宮駅
�

鹿島線�

鹿島神宮�

鹿島バイパス�

根本寺�
芭蕉の句碑�

下り�

上り�

東京テレポート駅～TDR・海浜幕張駅～鹿島神宮駅�
★ベイエリアからもますます便利！�

KASHIMA

塚原ト伝像�

塚原ト伝像�

●東京テレポート駅発�
●東京ディズニーシー発�
●東京ディズニーランド発�
●海浜幕張駅発�

鹿島神宮駅着�

●鹿島神宮駅発�

10:15    11:15    12:15    18:35    19:35    20:35�
10:35    11:35    12:35    18:55    19:55    20:55�
10:45    11:45    12:45    19:05    20:05    21:05�
11:10    12:10    13:10    19:30    20:30    21:30�
12：35    13:35    14:35    20:55    21:55    22:55

6:05　  7:05  　8:05  　14：10  　15：10　  16：10

18

18

51

51

51

51

鎌
足
神
社
�

エミール�



水郷・佐原の街は利根川に注ぐ小野川沿いを中心に醸造や

河岸問屋が軒を連ねて、江戸への物資輸送で繁栄した商業都

市。当時を偲ぶ歴史的建造物が今なお残り、我が国最初に実

測による日本地図を製作した伊能忠敬が30年余り過ごした

所縁の地でもあります。1996年（平成8年）には関東に先駆

けて「重要伝統的建造物群保存地区」として国の選定を受け、

昔からの家業を引き継いでいる商家も多く、生きている町並

みが評価されています。佐原へは東京駅八重洲南口から高速

バス「あそう号」が1時間25分でアクセスしています。�

����伊
能
忠
敬
旧
宅
前
に
小
野
川
に
架
か
る
木
橋

が
あ
り
ま
す
。
落
水
音
か
ら
そ
の
愛
称
と
し
て
呼

ば
れ
て
い
る
樋
橋
は
そ
の
昔
、水
田
に
送
水
す
る

水
路
橋
と
し
て
使
命
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
9

時
か
ら
16
時
ま
で
30
分
に
一
度
そ
の
音
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す（
小
野
川
の
水
位
が
低
い
時
は

流
れ
ま
せ
ん
）。
�

����山
車
は
、祭
礼
に
引
く
山
、鉾
、人
形
、鳥
獣
、草

木
な
ど
を
装
飾
し
た
屋
台
で
、7
月
は
八
坂
神
社

の
祇
園
祭
、10
月
の
諏
訪
神
社
秋
祭
り
「
佐
原
の

大
祭
」
に
は
山
車
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
館
内
に

は
24
台
の
山
車
が
交
替
で
2
台
展
示
さ
れ
、そ
の

壮
大
さ
か
ら
祭
り
の
活
気
と
迫
力
が
実
感
で
き
ま

す
よ
。（
高
速
バ
ス
八
坂
神
社
バ
ス
停
下
車
す
ぐ
、

9
時
〜
16
時
30
分
、
月
曜
日
休
館
、
入
館
料

4
0
0
円
、@
0
4
7
8（
52
）4
1
0
4
）�

����三
菱
館
は
1
9
1
4
年（
大
正
3
年
）に
イ
ギ

リ
ス
か
ら
輸
入
し
た
レ
ン
ガ
を
使
っ
た
2
階
建
て

の
洋
館
で
、県
内
有
数
の
洋
風
建
築
と
な
っ
て
い

ま
す
。
川
崎
銀
行
佐
原
支
店
と
し
て
施
工
さ
れ
、

後
の
旧
三
菱
銀
行
佐
原
支
店
と
し
て
使
用
さ
れ

た
後
、市
に
寄
贈
さ
れ
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
案
内
や
P
R
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
た
「
町
並
み
交
流
館
」が
隣
接
し
て
い
ま
す
。（
高

速
バ
ス
八
坂
神
社
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
5
分
、水
曜

日
定
休
、
10
時
〜
17
時
、
入
館
無
料
、

@
0
4
7
8（
52
）1
0
0
0
）�

����精
選

し
た
良

質
の
白

胡
麻
を
、

伝
統
技
術
の
玉

絞
め
圧
搾
に
よ
る
一
番
搾
り
の
油

を
和
紙
で
入
念
に
濾
過
し
た
最
高
級
の
胡
麻
油

が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
調
理
に
使
え
る
一
品
で
、

炊
飯
に
は
適
量
の
油
を
入
れ
る
と
ふ
っ
く
ら
炊
き

上
が
り
ま
す
。
併
せ
て
、胡
麻
油
で
造
っ
た
「
ラ
ー

油
」
も
お
薦
め
で
す
。
1
8
9
2
年（
明
治
25
年
）

に
作
ら
れ
た
切
妻
平
入
造
の
店
舗
は
そ
の
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
ま
す
。（
高
速
バ
ス
八
坂

神
社
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
5
分
、9
時
〜
19
時
、不

定
休
、@
0
4
7
8（
54
）3
4
3
8
）�

���

伊
能
忠
敬
は

1
7
4
5
年（
延

亨
2
年
）
、
千
葉

県
九
十
九
里
町
で

生
れ
、
17
歳
で
佐

原
の
伊
能
家
に
婿

に
入
り
ま
し
た
。

当
時
の
伊
能
家
は

米
の
売
買
や
醸
造

を
営
む
大
商
家
で
、

家
業
の
合
間
に
天

文
暦
学
を
学
び
、

49
歳
で
隠
居
し
て
か
ら
江
戸
へ
出
て
本
格
的
な
勉

強
を
学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
55
歳
か
ら
10
回
に
分

け
て
測
量
を
行
い
、そ
の
間
全
国
を
歩
い
た
距
離

は
3
万
5
千
km
に
な
り
ま
す
。
73
歳
で
忠
敬
が

亡
く
な
っ
た
3
年
後
に
弟
子
た
ち
に
よ
り
「
大
日

本
沿
海
輿
地
図
」
が
結
実
し
ま
し
た
。
旧
宅
は

1
7
9
3
年（
寛
政
5
年
）に
自
ら
設
計
し
た
も

の
で
、母
屋
と
店
舗
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。（
高

速
バ
ス
八
坂
神
社
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
7
分
、9
時
〜

16
時
30
分
、月
曜
・
年
末
年
始
休
館
、入
館
自
由
）�

����伊
能
家
の
本
家
で
あ
る
伊
能
茂
左
衛
門
17
代

伊
能
辰
郎
さ
ん
が
マ
ス
タ
ー
を
勤
め
る
喫
茶
店
が

あ
り
ま
す
。
1
6
9
8
年
（
元
禄
11
年
）か
ら

1
9
1
4
年（
大
正
3
年
）ま
で
こ
の
場
所
は
代
々

醤
油
醸
造
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
敷
地
内
に
は
レ

ン
ガ
造
り
の
煙
突
が
残
り
、当
時
の
繁
栄
ぶ
り
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
店
舗
は
伊
能
家
が
江
戸

時
代
か
ら
使
用
し

て
い
た
建
具
を
用
い
、

町
並
み
と
マ
ッ
チ
し

た
雰
囲
気
の
中
で
、

店
主
の
レ
ク
チ
ャ
ー

を
聞
き
な
が
ら
寛

ぐ
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

（
高
速
バ
ス
八
坂
神

社
バ
ス
停
か
ら
徒
歩

7
分
、
樋
橋
向
い
、

10
時
〜
17
時
、　
不

定
休
、@
0
4
7
8

（
54
）2
3
3
5
）�

本
物
の
山
車
が
間
近
で
見
ら
れ
る
�

〜
水
郷
佐
原
山
車
会
館
�

最
高
級
の
手
搾
り
胡
麻
油
�

〜
油
茂
製
油
�

伊
能
忠
敬
が
過
ご
し
た
旧
宅
�

樋
橋
（
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
橋
）
�

煉
瓦
造
り
の
街
の
シ
ン
ボ
ル
�

〜
三
菱
館
�

伊
能
本
家
が
営
む
喫
茶
店
�

〜
珈
琲
　
遅
歩
庵
　
い
の
う
�

10

東京駅から�

伝統的建造物が生きる小江戸・�
佐原めぐり�



高速バス八坂神社バス停
から徒歩6分。�
11時～18時、水曜日定休、
@0478（52）4128

高速バス八坂神社バス停から徒歩7分、
10時～15時、不定休、体験料は1回1000
円＋パーツ代、@0478（54）1642

����1
7
8
2
年（
天
明
2
年
）か
ら
8
代
続
く
老

舗
の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
数
度
に
渡
る

火
災
で
現
存
す
る
店
舗
は
1
8
9
2
年（
明
治

2
5
年
）の
建
築
物
で
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
店
舗
の
梁
や
天
井
、階
段
な
ど
黒
ぬ
り

の
色
調
か
ら
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
得
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
57
種
の
麺
製
法
が
記
さ
れ
た
秘
伝
書
が
家

宝
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
2
軒
先
に

1
9
2
9
年（
昭
和
4
年
）建
造
の
旧
千
葉
銀
行

佐
原
支
店
を
小
堀
屋
別
館
と
し
て
営
業
し
て
い

ま
す
。
�

�������������小
野
川
沿
い
の
正
上
さ
ん
は
、1
8
0
0
年（
寛

政
12
年
）創
業
の
醤
油
醸
造
店
。
現
在
は
「
い
か
だ

焼
き
」
を
代
表
と
す
る
佃
煮
の
製
造
が
主
流
。
有

形
文
化
財
の
旧
店
舗
で
は
「
と
ん
ぼ
玉
」
づ
く
り

の
体
験
が
で
き
る
工
房
が
あ
り
ま
す
。
若
女
将
の

加
瀬
秀
美
さ
ん
は
と
ん
ぼ
玉
に
魅
せ
ら
れ
北
海
道

の
ガ
ラ
ス
工
場
で
製
造
工
程
を
学
び
、そ
の
楽
し

さ
を
伝
え
た
い
と
体
験
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

散
策
の
合
間
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
造

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
�

東京駅（9:40発）　　　　八坂神社（11:01着）　　　　山車会館　　　

三菱館・佐原町並み交流館　　　　油茂製油（胡麻油）　　　　正上（とんぼ

玉づくり体験）　　　　小堀屋本店（蕎麦）　　　　忠敬橋　　　　伊能忠

敬旧宅・樋橋（ジャージャー橋）　　　　伊能忠敬記念館　　　　遅歩庵い

のう（喫茶）　　　　与倉屋大土蔵　　　　馬場本店（蔵元）　　　　諏訪

神社・伊能忠敬銅像　　　　佐原駅（16:50発）　　　　東京駅（18:35着）�

�

東京駅（9:40発）　　　　八坂神社（11:01着）　　　　山車会館　　　

三菱館・佐原町並み交流館　　　　油茂製油（胡麻油）　　　　忠敬橋　　

　　　　小堀屋本店（蕎麦）　　　　伊能忠敬記念館・遅歩庵いのう（喫茶）・

樋橋油（ジャージャー橋）・伊能忠敬旧宅　　　　小野川舟めぐり　　　　　

与倉屋大土倉　　　　馬場本店（蔵元）　　　　諏訪神社・伊能忠敬銅像　

　　　　　佐原駅（16:50発）　　　　東京駅（18:35着）�

����樋
橋
の
袂
に
、小
野
川
の
流
れ
に
任
せ
て
舟
め

ぐ
り
が
で
き
ま
す
。
川
面
か
ら
歴
史
的
建
造
物
を

見
上
げ
る
と
、別
の
佐
原
の
原
風
景
が
楽
し
め
ま

す
。
町
並
み
コ
ー
ス（
大
人
1
2
0
0
円
、小
人

6
0
0
円
）、大
利
根
コ
ー
ス（
大
人
1
3
0
0
円
、

小
人
7
0
0
円
）の
2
コ
ー
ス
。（
高
速
バ
ス
八
坂

神
社
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
7
分
、9
時
〜
16
時
、無

休（
天
候
・
増
減
水
に
よ
り
運
休
）、@
0
4
7
8

（
55
）9
3
8
0
）�

東京駅～八坂神社（下り）約1時間20分�
佐原駅～東京駅（上り）約1時間45分�
運賃：大人1,700円（小人850円）�
※高速バスあそう号は座席定員制です。�
所要時間は交通状況により遅れる場合があ
ります。�

●交通MEMO

����55
歳
に
し

て
全
国
を
歩

い
て
測
量
し
、

大
日
本
沿
海

輿
地
図
を
製

作
し
た
伊
能

忠
敬
。
そ
の

伊
能
図
は
現

代
の
成
果
図

と
見
比
べ
て

も
遜
色
な
い

測
量
高
さ
が

伺
え
ま
す
。

記
念
館
は
同
氏
の
功
績
と
地
図
に
対
す
る
親
し

み
と
理
解
が
得
ら
れ
る
所
で
す
。（
高
速
バ
ス
八
坂

神
社
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
8
分
、9
時
〜
16
時
3
0

分
、月
曜
・
国
民
の
祝
日
の
翌
日
休
館
、入
館
料

5
0
0
円
、@
0
4
7
8（
54
）1
1
1
8
）�

����利
根
川
を
懐
と

す
る
豊
富
な
水
と

良
質
な
米
造
り
が

盛
ん
な
こ
の
佐
原

は
「
関
東
の
灘
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
酒
造
り
が
盛
ん

で
し
た
。こ
の
馬
場
本
店
さ
ん
は
、天
和（
て
ん
な
）

年
間（
1
6
8
1
〜
1
6
8
4
）に
創
業
し
、江

戸
末
期
の
幕
臣
、勝
海
舟
が
当
店
に
逗
留
し
た
こ

と
に
因
ん
だ
「
海
舟
散
人
」
と
い
う
銘
酒
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、昔
か
ら
の
製
法
を
変
え
ず
に
も
ち

米
で
造
っ
た
「
最
上
白
味
醂
」
は
絶
品
。
60
年
ぶ
り

に
復
活
さ
せ
た
本
格
焼
酎
「
で
ぼ
け
」
も
お
薦
め

で
す
。
見
学
・
試
飲
が
で
き
ま
す
。（
高
速
バ
ス
八

坂
神
社
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
10
分
、9
時
〜
17
時
、

不
定
休
、@
0
4
7
8（
52
）2
2
2
7
）�

����か
つ
て
は
醤
油
、酒
の
蔵
元
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

製
品
や
原
料
を
保
管
す
る
倉
庫
で
、水
運
と
と
も

に
発
展
し
た
当

時
の
風
情
を
今

に
残
し
て
い
る
土

倉
が
あ
り
ま
す
。

今
は
イ
ベ
ン
ト
会

場
に
も
利
用
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
中
に
は
入

れ
ま
せ
ん
が
、
建

築
技
術
の
高
さ

が
伺
え
る
も
の
で

す
。（
高
速
バ
ス
八

坂
神
社
バ
ス
停
か

ら
徒
歩
8
分
）�

［佐原の大祭］　10月13～15日�

川
面
か
ら
見
上
げ
る
佐
原
風
情
�

〜
舟
め
ぐ
り
�

測
量
成
果
の
集
大
成
�

〜
伊
能
忠
敬
記
念
館
�

有
形
文
化
財
の
蕎
麦
店

蕎
麦
店
�

〜
小
堀
屋
本
店
�

有
形
文
化
財
の
蕎
麦
店
�

〜
小
堀
屋
本
店
�

と
ん
ぼ
玉
づ
く
り
体
験
は
�

い
か
が
？
�

水
運
物
資
の
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
�

〜
与
倉
屋
大
土
蔵
�

水
郷
の
銘
酒
が
あ
り
ま
す
�

〜
馬
場
本
店
�

11

佐原小�

三菱館�
町並み交流館�

小堀屋そば�

い
か
だ
焼
き
正
上
�

小
野
川
�

油
茂
製
油
�

山
車
会
館
� 八

坂
神
社
バ
ス
停
�

八
坂
神
社
�

喫茶遅歩庵�
いのう�

馬場本店酒造�

佐原駅� 成田線�

利根川�

与倉屋大土蔵�

伊
能
忠
敬
銅
像
� 諏

訪
神
社
�

伊能忠敬旧宅�

ジャージャー橋�伊能忠敬記念館�

■関鉄グリーンバス鉾田営業所@0291-33-3181�
■香取市佐原区商工観光振興課@0478-54-1111�
■佐原駅前観光案内所@0478-52-6675

■町並み観光中央案内所@0478-55-2020�
■佐原町並み交流館@0478-52-1000

●高速バス時刻（上り・佐原駅発）�

●高速バス時刻（下り・東京駅八重洲南口発）�

6:20　7:20　8:20　9:20　14:20　16:50

9:40　11:40　16:00　17:40　18:50　
20:20

高速バス時刻表（鉾田・麻生ルート）�

高速バスあそう号� （約1時間20分）� （約1分）� （約5分）�

（約3分）�（約1分）�

（約3分）� （約1分）� （約2分）�

（約1分）� （約1分）�

（約5分）�（約5分）�（約2分）�

（約5分）�

高速バスあそう号� （約1時間20分）�

（約1時間45分）�

（約1時間45分）�

（約1分）� （約5分）�

（約1分）� （約1分）�

（約1分）� （約3分）�

（約1分）� （約3分）�

（約5分）� （約5分）�

（約5分）�

平成18年9月30日現在�

55

55

2

16

16

356
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く
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ク
ス
プ
レ
ス�

佐原�

高速バス�

路線図�
関東鉄道常総線�

関東鉄道竜ヶ崎線�

鹿島鉄道�

佐原エリア�

鹿嶋エリア�

1

2

TEL029－822－3710　FAX029－823－5834
■発行� 総務部企画課�

●撮影/Yoshiyuki Jumonji
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地域密着型の本誌は当社各駅、バスターミナル案内所、行政関
係各所、東京の観光アンテナショップ、京成電鉄、新京成電鉄各
駅に設置されたフリーペーパーとして発行しております。お店や企
業のPRツールとして本誌への広告掲載のお申し込みは総務部企
画課までお願いします。媒体資料を用意しております。�

東京駅から佐原、潮来を経由して�
鉾田駅に至る高速バスの愛称は?

A.かしま号　B.あそう号　C.よかっぺ号�

茨城県大洗港と北海道苫小牧港を
就航しているフェリーの愛称は?

「 さ ん ○ ○ ○ ○ 」 �

正解者の方から抽選で各5名（10各様）に弊社並びに商船三井フェリー様提供
オリジナルグッズをプレゼント致します。官製はがきに①クイズの答え、②住所・氏
名・年齢・職業、③本誌を手にした場所、④本誌へのご感想や取り上げて欲しい
内容等、ご意見を添えてご応募下さい（締切りは11月末日消印有効）。なお入手
した個人情報は弊社編集部が厳重に管理し、商品発送以外の目的で使用するこ
とはありません。当選者の発表はご本人への商品発送を以てかえさせて頂きます。�
〒300-8555　土浦市真鍋1-10-8　関東鉄道（株）企画課内�
POCKET編集部プレゼント係まで�

※前号の答え…正解はCでした。多くのご応募ありがとうございました。�

編集部では、一緒に旅してくれる本誌女性モデルを募集しており
ます。お友達と2人でも結構です。簡単な履歴、顔写真を添えて編
集部までご応募下さい。追ってご連絡差し上げます。採用の方には、
記念品を贈呈致します。�
また、編集部では皆様の幅広い情報をお待ちしております。身近

な話題からお店の紹介、多くの方にお知らせしたいことなどお寄せ
下さい。なお、関東鉄道の情報はインターネットでもご覧になれます。�
http://www.kantetsu.co.jp/

古紙配合率100％再生紙（エコマーク取得）�
を使用しています�

ポケットメイト募集～�
貴方が沿線を紹介して下さい。�

掲載したエリアの�
「鉄道、高速バス活用」マップ�

次号は2007年3月発行予定�

関鉄Pocketは関東鉄道の登録商標です�

（守谷～下館）�

行く�

関鉄レトロでGO!Ⅱ好評発売中�
常総線で運用しているリバ
イバル塗装の車両、キハ353
＋354を模した玩具「関鉄レ
トロでGO!Ⅱ」（1セット1,000円）
を発売しました。2両の車両を
引っ張り連結すると勢いよく
走ります。色は朱色とクリーム
の懐かしいツートンカラーです。
常総線・竜ヶ崎線の有人各
駅ならびにウェブショップでも
お求め頂けます。�


